夕 ffl は 郷里 高 知の 名物の 一 つで ある。 しかし この 名 

物 は 実は 他国に も 方々 にあって、 特に 瀬戸内海 沿岸に 

これが 著しい ようで ある。 そうして 国々 で 〇〇 の 夕 ffl 

口口の 夕 ffl と い つ て 他の 名物 を 自慢す るよう に 自慢に 

している らしい。 普通 は 特有な 好い もの を 自慢に する 

の だが、 たまに は あまりよ くない 特色 を 自慢す る 場合 

も あるので ある。 

アイ ンシ ユタ インが 有名に なり かけた ころ、 方々 の 

国々 で、 彼 は 自分の 国の 出身で あると いっていい 争つ 

たこと があった。 そのと き アイ ンシ ユタ インが 「もし 

私が lD§te noire だ つたら こんな こと は あるまい」 と 



ゆげの どうきょう 

いって 皮肉に 笑った そうで ある。 なるほど 弓 削 道 鏡が 

自分の 同郷 出身 だとい つ て 自慢す る 人 は あまりな いか 

もしれ ない が、 しかし 石 川 五右衛門の 同郷 者 だとい つ 

て シニカルな 自慢 を振リ 廻す 人 は あるか もしれ ない。 

それ はとに かく、 暑い 国の 夏の 夕 ffl は、 その 肉体的 

効果から 見れば たしかに、 ベ— ト.ノ アルで あるが、 

しかし それが 季節的 自然現象 である だけに かなりに 多 

彩な 詩的 題材 を 豊富に 包蔵して いる こと も 事実で ある。 

夕 ffl は 夏の 日の 正常な 天気のと きに のみ 典型的に 現 

われる。 午後の 海 軟風 (土 佐で はマゼ という) が 衰え 

て やが て 無風 状態 になる と、 気温 は 実際 下がり 始めて 



いても 人の 感じる 暑さ は 次第に 増して 来る。 空気が ゼ 

ラ チン か 何 かの ように 凝固した という 気がする。 その 

凝固した 空気の 中から 絞り出される ように 油蟬の 声が 

降リ そそぐ。 そのく せ 世間が 一 体に 妙に しんとして 静 

かに 眠って いるよう にも 思われる。 じっとして いると 

気が ちがい そうな 鬱陶し さで ある。 この 圧迫す るよう 

さるまた 

な 感じ を 救うた めに は 猿股 一 つに なって 井戸水 を 汲み 

上げて 庭樹 などに いっぱいに 打 水 を するとい い。 葉末 

から 滴り落ちる 露が この 死んだ ような 自然に 一 脈 生 

動の 気 を 通わせる ので ある。 ひきがえるが^ 出して 来 

るの もこの 大きな 単調 を 破る に 十分で ある。 夜の 十二 



時に もなら なければ なかなか 陸風が そよ ぎ はじめない。 

よれき 

室内の 燈 火が 庭 樹の打 水の 余瀝に 映って いるの が 少し 

も 動かない。 そういう 晚には 空の 星の 光まで じっとし 

またた 

て 瞬き をし ないような 気がする。 そうして 庭の 樹立 

の 上に 聳えた 旧 城の 一 角に 測候所の 赤い 信号 燈が 見え 

ると、 それで 故郷の 夏の 夕 ffl の 詩が 完成す るので ある。 

そういう 晚 によく 遠い 沖の 海鳴り を 聞いた。 海抜 二 

百メ— トルく らいの 山脈 をへ だてて 三 里 もさき の 海浜 

を 轟かす 土用波の 音が 山 を 越えて 響いて くるので ある。 

その 重苦しい 何 かしら 凶事 を 予感させる ような 単調な 

音 も、 夕 ffl の 夜の 詩に は 割愛し 難い 象徴的 景物で ある。 



東京と いう 土地に は 正常の 意味での 夕 ffl という もの 

が 存在し ない。 その代りに 現れる 夏の 夕べの 涼風 は 実 

に 帝都 随一 の 名物で あると 思われる のに、 それ を 自慢 

する 江戸 子 は 少ない ようで ある。 東京で 夕 ffl の 起る 日 

は 大抵 異常な 天候の 場合で、 その 意味で 例外で ある。 

高 知 や 広 島で 夕風が 例外で あると 同様で ある。 

どうして 高 知 や 瀬戸内海 地方で 夏の 夕 ffl が 著しく、 

東京で 夏の 夕風が 発達して いるか、 その 理由 を 明らか 

にしたい と 思って 十 余 年 前に K 君と 共同で 研究して み 

たこと があった。 それに は 日本の 沿岸の 数 箇所の 測 候 

所に おける 毎日 毎時の 風の 観測の 結果 を 統計的に 調べ 



て、 各地に おける 風の 日 変化の 特徴 を 検査して みたの 

である。 その 結果 を 綜合して みると、 それらの 各地の 

風 は 大体 一 一 つ の 因子の 組合せに よ つ て 成り立 つてい る 

と 見る ことが 出来る。 その 一 つの 因子と いうの は、 季 

節季 節で その 地方 一 帯 を 支配して いる 地方 的 季節風と 

名づ くべき もので、 これ は 一日中 恒 同な ものと 考える _ 

第一 一 の 因子と いうの は 海陸の 対立に よ つ て 規定され、 

従って 一 日 二十 四時 間 を 週期と して 規則正しく 週期 的 

に 変化す る 風で いわゆる 海陸 軟風に 相当す る もので あ 

る。 そこで、 実際の 風 はこの 二つの 因子 を 代表す る 二 

つ の ヴェク トルの 矢の 合成に よ つ て 得られる 一 本の 矢 



に 相当す る。 

高 知 は 毎時 観測の 材料がなくて 調べなかった が、 広 

島 ゃ大阪 では、 前記の 地方 的 季節風が 比較的 弱くて、 

その代りに 海陸 風が かなり 著しく 発達して いる、 そう 

して 夕方から 夜へ かけて は 前者が 後者と 相殺す る、 そ 

のために 夕 ffl がかな りはつき リ 現れる、 そうして 海陸 

の 位置 分布の 関係で この ffl の 時間が 異常に 引延ばされ 

るら しい。 これに 反して 東京の 夏に は 地方 的 季節風が 

相当 強い 南東 風と して 発達して いるた めに それが 海陸 

風と 合成され、 もし これがなければ ベた ffl になる はず 

の 夕方の 時刻に 涼しい 南東が かった 風 を 吹かせる らし 



い。 その 同じ 季節風が 朝方に は 陸風と 打消し 合って 朝 

ffl を 現出す る ことになるの である。 

低 気 圧が 近づいて 来る とその 影響で 正常な 季節 風が 

狂って 来る。 低気圧に よる 北西 風が 丁度 この 南東 風 を 

打消す ようになる 場合に は 海陸 風 だけが 幅 を 利かせて、 

従って 夕 ffl が 顔 を 出す。 しかし 低気圧が もう 一層 近く 

な つ て それが 季節風 を 消却して なおお つりの 出る 場合 

に は、 夕風 は 夕風で もい つもと は 反対の 夕風が 吹く の 

である。 同じような 異常 は 局部 的な 雷雨の ために もい 

ろい ろの 形で 起り 得る ので ある。 

「浮世の 風」 となると こんな 二つ や 三つく らいの 因子 



でなくても つ と 数え切れない ほど 沢山な 因子が 寄り 集 

まって、 そうして それらの 各 因子の 結果の 合成に よつ 

て ffl にな つ たり 風に な つ たりす る ものら しい。 

このごろ はしば らく 「世界の 夕 ffl」 である。 いまに 

どんな 風が 吹き出す か、 神様 以外に は 誰に も 分りそう 

もない。 

(昭和 九 年 八月 『週刊 朝日』) 
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